
みなべ梅ラーニングコモンズ活動報告会

パンフレット作成プロジェクト

みなべSDGs未来デザイングループ
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活動内容 成果 関係(連携)団体

① パンフレット会議（6回開催: 2025/5/31, 7/21, 8/12, 9/5, 10/10, 12/1 @ みなべ町役場2階会議室）
パンフレットを作る目的の深い部分で、メンバー含め全ての町民が愛着を持っている「みなべ町」がどんな場所だった
らいいのかシェアしあった望みを「みんなで一緒に」現実のものにしていくために「誰にもわかりやすい読みもの」とし
てパンフレットを位置付けた。

パンフレット会議メンバー（13名） でなんのためにパンフレットを作るのか、ど
んなパンフレットだったらいいのかを会議の前半で回を重ねてメンバーで議論
し、目的を共有できたことがその後の町民の声を聞く具体的アクションの実施
へとつながった。

② 町民フリーディスカッション（2回開催：2025/9/9＠みなべ町役場3階会議室, 11/11@生涯学習センター2階 ）
町の広報誌に広告・告知を出し、広く町民に自由に話ができる機会・パンフレット会議メンバーが町民の方の声を聴
ける機会があることを知らせながら集客。当日集まった参加者に①SDGsとは、みなべ町SDGs未来都市とは何かを
説明、②実行委員がやっていることの実例ならびにパンフレットチームがやってきたことの一例として「みなべ町がど
んな場所だったらいいか」を紹介し、町民の皆さんとフリーディスカッション、③グループ毎に発表

町民の参加人数は少なかったものの、直接の声を聴く機会を作り声が聴けた
こと、みんなでみなべ町の未来について話し合ってアイディアを出す時間を持
つことの意義と価値を感じられたことは、会議メンバーにとって大きな意味が
あった。また、これらの活動に懐疑的・否定的な意見を持つ町民の方の声も
聴ける場をどう作るかについての示唆が深まり以降のアクションアイディアに
つながった。

③ はなきか（話を聞かせて！）第一回 with 農業振興協議会 （2026/1/20 @みなべ町役場3階会議室）
農業関係者や住民が日頃感じている課題やみなべ町に対する率直な意見を共有することを目的として開催。みなべ
町SDGs未来都市は「今の農業や暮らしを否定するものではなく、将来もみなべ町で農業と暮らしを続けるための土
台づくり」であることを説明。参加者からSDGsそのものへの認識、バイオ炭への評価、農業の最大課題（経営と人）、
参加のしづらさと梅ラーニングコモンズ（運営）への意見・感想について話した

参加者：12名、パンフ会議メンバー：5名 みなべ町にとって最も重要な産業で
ある農業（梅産業）に従事する参加者からの率直な声を直接聴くことのできた
貴重な機会。 特に、現在のラーニングコモンズの運営についての声（意思決
定の仕組みが不明確、目的と魅力が明確になれば手伝いたいという人は多
いはず）は今後の大きな参考になる。

農業振興協議会

④ UME-1ブース出店（2026/2/8 @保健福祉センター前特設スペース）
未来デザイン・パンフレットチームから発案し他チームにも声をかけて、これまでのみなべ梅ラーニングコモンズ各
チームの取り組みをUME-1にて展示。町民の方の声を聴く場の一つとして「みなべ町の未来を考えてみよう！」という
企画（大きな梅の木に、梅の花の形をした付箋に臨む未来を描いて貼っていただく）を実施。多くの素敵な声・アイ
ディアが寄せられた。

パンフレットチームを含め、実行員の活動を町民に直接知ってもらえる機会を
最大化できたこと、みなべ町の未来について考えてもらう体験とそれが視覚
的に認知される機会を作ることができたことはパンフレットプロジェクトの成果
の一つと言える。

UME-1

テーマ名：みなべSDGs未来デザイン

課題
SDGsとは、みなべSDGSs未来都市とは、何のために何をするのか、それによってどんな未来が想像できるのか？が町民の皆さんに伝わっていない。SDGsやみなべSDGs未来都市が町民の皆さん
の遠いところにあり、役場が何かやっているという印象になっている。

目標

SDGsとは、みなべSDGSs未来都市とは、何のために何をするのか、それによってどんな未来が想像できるのか？を町民の皆さんにわかりやすく伝え、理解を促進し、みなべ町への愛着を自信を増
すことに貢献する活動を行う。そのために、町民の皆さんに手に取っていただき読んでいただけるような「みなべ町のSDGs」をテーマにしたパンフレットを作成する。まず第一歩として、本グループメ
ンバーが未来都市・SDGs・ウェルビーイングについての理解を深め、パンフレット作成プロセスにおいて町民の声を聞くことのできる機会を作り、みなべ町について自慢できる素敵なところと同時に
課題をしっかり把握する。“みなべのみらいをみんなで”を現実に実行できるような場作りを行なう。

振り返りと今後
の展望

2025年度の未来デザインの活動のフォーカスであった「みなべ町SDGsパンフレット作成」の現実化に向けた活動を継続。パンフレットプロジェクト実行メンバー間のつながりの強化と
目的の共有に時間を使ったことが、「町民フリーディスカッション」や「はなきか（話しを聞かせて！）」の実施につながった。特に「はなきか」については、より率直な声を聴くためのアク
ションとして実施を計画し、2025年度内に初回を（梅郷クラブは辞退）、2回目を2026/4/14に青年クラブと実施でき、今後計4回程度実施してパンフレットの具体的な方向性を決め、み
なべ町民にとってわかりやすく意味と価値あるパンフレットを作る。パンフレットを作る過程の中で、1人でも多くの住民の方の声を聴くことのできる場を作ること自体が大きな意味を持
つと実感。また、この一連の活動が「みなべウェルビーイング指標調査結果」に対するアクションと連携・連動する必要があると考えている。

みなべ梅ラーニングコモンズ



パンフレットチームを結成
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パンフレット会議（６回実施）

＜1回目＞初回で決めた会議の目的と意図を毎回確認 ＜1回目＞自分たちは何をするチームなのか・なんのために集まっているのか・なぜパンフレットなのかを初回に深く議論

＜1回目＞私たちが望むみなべ町の未来を言語化 ＜2回目＞ 1回目に合意・共有したことに基づいてこれから具体的に何をするのかを議論



パンフレットチームを結成
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パンフレット会議（６回実施）

＜3回目＞町民の声を聴く場のとしてアイディアのでたフリーディスカッションについてその目的と当日をどんな場にしたいか議論

＜4回目＞第1回町民フリーディスカッション当日の内容と流れを議論



SDGsに関心がある人もそうじゃない人にも
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町民フリーディスカッション（２回開催）



SDGsに関心がある人もそうじゃない人にも
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はなきか（話しをきかせて！）を開催

フリーディスカッションの反省を踏まえて、他団体とのディスカッションを開催。

 新たな参加者が少なかった

 行政主導の会としてのやり方

 オープンにやり続けることに意義がある

 楽しそうに皆が意見出しあえた

ディスカッションで出た意見をまとめると

1. SDGs未来都市の進め方

2. 農業の持続性・産業構造

3. 新規就農、若手参入のハードル

4. 意思決定や運営体制への要望

5. 情報発信、見える化への要望

6. 予算やお金の流れの透明性

7. バイオ炭



UME-1ブース出店（2026/2/8 ）
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みらいの夢を咲かせよう：たくさんの人が夢を書いて貼ってくれました

・梅ラーニングコモンズ各
グループの取組紹介
・梅しょうばん茶、梅ジュー
スのふるまい
・ガチャポンで当たると似
顔絵を描いてくれる
・大阪キリスト教短大アジ
ア留学生の皆さんも訪問

梅の木の制作は南部高校美術部、美術授業選択生の皆さん


